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マイナンバー制の本格運用開始に抗議する

全国すべての自治体窓口で強行している

「個人番号カード」交付時の顔認証を中止せよ

□
安
倍
政
権
は
今
年
１
月
か
ら
、
共
通

番
号
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

・
顔
写
真
等

）

を
載
せ
た
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付
と

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
税
と
社
会
保
障
の
分

野
で
の
活
用
を
開
始
し
ま
し
た
。
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
制
は
〈
高
度
情
報
化
社
会
の

国
民
総
背
番
号
制
〉
と
い
う
べ
き
国
民

監
視
・
管
理
の
シ
ス
テ
ム
に
ほ
か
な
り

ま
せ
ん
。
私
た
ち
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制

の
本
格
運
用
に
強
く
抗
議
し
ま
す
。

「

」

□

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
申
請
は
任
意

と
ソ
フ
ト
さ
を
お
し
だ
し
つ
つ
安
倍
政

権
は
、
す
べ
て
の
国
民
に
個
人
番
号
カ

ー
ド
を
保
有
さ
せ
る
こ
と
を
企
ん
で
、

「
個
人
番
号
カ
ー
ド
は
日
常
生
活
で
使

わ
れ
る
顔
写
真
付
き
の
公
的
身
分
証
明

書
」
な
ど
と
カ
ー
ド
の
必
要
性
を
大
宣

伝
し
、
郵
送
だ
け
で
な
く
パ
ソ
コ
ン
・

ス
マ
ホ
・
ま
ち
な
か
の
証
明
用
写
真
機

か
ら
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
申
請
さ
せ
る

だ
け
で
な
く
、
会
社
や
町
内
会
や
マ
ン

シ
ョ
ン
管
理
人
組
合
か
ら
一
括
申
請
さ

せ
て
い
る
の
で
す
（
現
在
申
請
数
は
約

９
０
０
万
と
い
う

。
そ
し
て
、
来
年

）

７
月
以
降
に
個
人
番
号
カ
ー
ド
に
健
康

保
健
証
を
一
体
化
さ
せ
て
発
行
す
る
準

備
を
急
い
で
お
り
、
２
０
１
９
年
ま
で

に
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
８
７
０
０
万
枚

交
付
す
る
こ
と
を
狙
っ
て
い
ま
す
。

□
そ
の
う
え
に
安
倍
政
権
は
今
年
１
月

か
ら
、
〝
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
Ｉ
Ｃ
チ

ッ
プ
（
公
的
認
証
機
能
）
の
民
間
開
放

は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
民
間
利
用
で
は
な、

い〟

な
ど
と
黒
を
白
と
い
い
く
る
め
て

個
人
番
号
カ
ー
ド
に
民
間
諸
企
業
が
発

行
す
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
や
ク
レ
ジ

ッ
ト
カ
ー
ド
、
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
等
の

機
能
を
加
え
る
「
個
人
番
号
カ
ー
ド
の

ワ
ン
カ
ー
ド
化
」
の
施
策
を
実
施
し
始

め
ま
し
た
。
安
倍
政
権
は
、
国
家
の
も

と
に
行
政
諸
機
関
と
地
方
自
治
体
が
保

有
す
る
個
人
情
報
だ
け
で
な
く
、
民
間

が
保
有
す
る
個
人
情
報
（
カ
ー
ド
の
履

歴
情
報
）
を
も
オ
ン
ラ
イ
ン
で
掌
握
す

る
こ
と
を
目
論
ん
で
、
個
人
番
号
カ
ー

ド
に
民
間
カ
ー
ド
を
一
体
化
し
よ
う
と

し
て
い
る
の
で
す
。

□
安
倍
政
権
は
都
道
府
県
当
局
に
「
個
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人
番
号
カ
ー
ド
交
付
時
に
市
民
が
顔
認
証

を
拒
否
し
た
ら
カ
ー
ド
を
渡
さ
な
い
」
と

い
う
通
知
を
出
し
ま
し
た
【
註

。
全
国

】

１
７
０
０
を
超
え
る
自
治
体
の
窓
口
で
、

個
人
番
号
カ
ー
ド
を
受
取
り
に
き
た
市
民

の
顔
写
真
を
撮
影
し
、
個
人
番
号
カ
ー
ド

用
に
提
出
さ
れ
て
い
る
顔
写
真
と
照
合
す

る
顔
認
証
を
有
無
を
い
わ
さ
ず
実
施
し
て

い
る
の
で
す
。

安
倍
政
権
は
昨
年
９
月
の
改
正
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
法
制
定
時
に
、
そ
の
附
帯
決
議
で

「
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
公
的
認
証
機
能
の

利
用
時
に
お
け
る
本
人
認
証
方
法
に
つ
い

て
、
生
体
認
証
の
導
入
を
含
め
、
よ
り
安

全
か
つ
簡
易
な
方
法
を
検
討
す
る
」
と
宣

言
し
ま
し
た
。
来
年
１
月
か
ら
、
市
民
が

個
人
番
号
カ
ー
ド
を
つ
か
っ
て
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
種
々
の
行
政
手
続
き
を
行
う
個

人
サ
イ
ト
「
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
」
の
運
用

が
開
始
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の

「
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
」
へ
の
ア
ク
セ
ス
を

は
じ
め
と
し
て
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
オ
ン

「

」

ラ
イ
ン
で
利
用
す
る
と
き
の

本
人
認
証

に
顔
認
証
を
導
入
す
る
こ
と
を
企
ん
で
い

。

、

る
の
が
安
倍
政
権
で
す

こ
の
政
権
は

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
利
用
策
と
し
て

２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
競

技
場
の
入
館
管
理
に
生
体
認
証
（
顔
認

証
）
を
導
入
す
る
こ
と
す
ら
掲
げ
て
い

ま
す
。
安
倍
政
権
は
、
個
人
番
号
カ
ー

ド
申
請
時
に
入
手
し
た
顔
写
真
デ
ー
タ

を
活
用
し
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
を
は
じ
め

と
し
た
社
会
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
で

の
「
本
人
認
証
」
＝
個
人
識
別
に
、
顔

認
証
を
導
入
す
る
こ
と
を
画
策
し
て
い

る
の
で
す
。
ま
さ
に
、
そ
の
突
破
口
と

し
て
今
回
の
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
時

の
顔
認
証
を
位
置
づ
け
て
い
る
の
が
安

倍
政
権
で
す

「
基
本
的
人
権
」
を
保
障

。

す
る
と
し
た
憲
法
に
も
反
す
る
こ
の
よ

う
な
顔
認
証
の
強
行
は
直
ち
に
中
止
す

べ
き
で
す
。

□
安
倍
政
権
は
九
条
を
破
棄
す
る
憲
法

改
正
に
必
要
な
議
席
を
得
る
こ
と
を
狙

っ
て
衆
参
同
日
選
挙
に
突
き
進
ん
で
い

ま
す
。
ア
メ
リ
カ
と
と
も
に
世
界
中
で

戦
争
遂
行
す
る
た
め
に
国
内
の
あ
ら
ゆ

る
「
人
的
物
的
資
源
」
を
動
員
す
る
国

安倍政権は「パーソナルデータの円滑な流通を担う代理機関」と称する機関を設置す

る法案を通常国会に提出することを企んでいます。病院・学校等の公的機関や企業が保

有する「健康 「学習履歴 「生産・需要」情報をはじめとした個人情報をマイナンバー」 」

、 。 、「 」をつかって収集して 各種サービスに利用するというのです これは 本人一括同意

の名のもとに、個人情報をフリーに活用するシステムを創設する新たな攻撃です。

Ｉ
Ｔ
利
活
用
促
進
に
向
け
た
取

「組
に
つ
い
て
」
２
頁
【
内
閣
官
房

情
報
通
信
技
術(

Ｉ
Ｔ)

総
合
戦
略

室
】
２
０
１
５
年
５
月

日
29
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家
総
動
員
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
を
急
い

で
い
る
安
倍
政
権
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制

（

）

を
そ
の
た
め
の
社
会
的
基
盤

イ
ン
フ
ラ

と
し
て
全
面
的
に
活
用
す
る
こ
と
を
も
企

ん
で
い
る
の
で
す

憲
法
改
悪
反
対

戦

。〈

〉〈

争
法
撤
廃
〉
の
声
を
あ
げ
る
み
な
さ
ん
と

と
も
に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
撤
廃
の
声
を

い
ま
こ
そ
お
お
き
く
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

【
註
】｢

通
知
カ
ー
ド
及
び
個
人
番
号
カ
ー
ド
の

交
付
等
に
関
す
る
事
務
処
理
要
領
に
係
る
質
疑

応
答
集｣

(

総
務
省
が
２
０
１
５
年
９
月
に
都
道

府
県
に
通
知)

｢

問

申
請
者
が
顔
認
証
シ
ス

17

テ
ム
の
活
用
を
拒
ん
だ
場
合
に
は
ど
う
す
る
の

か
。

答

日
常
的
に
多
く
の
場
面
で
本
人
確

認
書
類
と
し
て
活
用
さ
れ
る
個
人
番
号
カ
ー
ド

に
添
付
さ
れ
る
顔
写
真
に
つ
い
て
は
、
申
請
者

と
の
同
一
性
を
容
易
に
識
別
で
き
る
適
切
な
も

の
と
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
説
明

し
、
理
解
を
求
め
る
。
そ
れ
で
も
理
解
さ

れ
な
い
場
合
に
は
、
交
付
し
な
い
こ
と
と

す
る
。｣

【
斎
藤
貴
男
著
『｢

マ
イ
ナ
ン
バ

ー｣

が
日
本
を
壊
す
』

頁
か
ら
重
引
】

146

「
全
国
万
引
犯
罪
防
止
機
構
」
が

警
察
と
の
顔
画
像
デ
ー
タ
の
共
同
利
用
を
提
案

■
全
国
で
１
０
０
を
超
え
る
店
舗
を
も
つ
丸

善
ジ
ュ
ン
ク
堂
書
店
が
全
店
で
顔
認
証
シ
ス

テ
ム
の
導
入
を
進
め
て
い
る
こ
と
が
、
報
道

に
よ
っ
て
衝
撃
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
ま
し
た

（
昨
年

月

。
し
か
も
ジ
ュ
ン
ク
堂
池
袋

）

11

店
で
は
既
に
２
０
１
４
年
６
月
に
顔
認
証
シ

ス
テ
ム
の
運
用
を
開
始
し
て
お
り
、
同
店
を

訪
れ
た
す
べ
て
の
お
客
を
監
視
カ
メ
ラ
で
撮

影
し
て
顔
画
像
デ
ー
タ
を
作
成
し
、
万
引
き

常
習
犯
の
顔
認
証
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
照
合

し
、
ヒ
ッ
ト
し
た
場
合
は
保
安
員
の
ス
マ
ホ

に
通
知
し
て
い
る
と
い
い
ま
す
。
池
袋
店
内

に
は
「
防
犯
カ
メ
ラ
作
動
中
」
と
い
う
告

知
は
あ
っ
て
も
「
顔
認
証
シ
ス
テ
ム
作
動

中
」
と
い
う
告
知
は
あ
り
ま
せ
ん
。
同
店

を
訪
れ
た
お
客
は
、
自
分
の
顔
画
像
が
デ

ー
タ
化
さ
れ
て
顔
認
証
に
利
用
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
全
く
知
ら
さ
れ
て
い
な
い
の
で

す
。
し
か
も
同
店
は
、
顔
認
証
シ
ス
テ
ム

を
導
入
し
て
以
来
、
す
べ
て
の
お
客
の
顔

画
像
デ
ー
タ
を
蓄
積
・
保
有
し
て
い
る
と

い
い
ま
す
。

■
そ
れ
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
書
店

・
デ
パ
ー
ト
・
コ
ン
ビ
ニ
・
ス
ー
パ
ー
等

「防犯画像の取扱いに関する見解及び提言（案 」）


